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新BL11における2ビーム利⽤の提案



• タンパク質単結晶試料の配向（＝分⼦の配向）を⼊射X線偏光⾯に対して
変え、XANESのX線偏光⾯依存性を考慮した詳細な解析を⾏う。

単結晶X線吸収分光法による⾦属タンパク質活性中⼼の
電⼦状態の測定

• 2ビーム利⽤：硬X線XRDによる結晶配向の決定、軟X線吸収分光によるFe, 
Mn などの遷移⾦属L端のXANES測定

• 低線量・多⽅位での冗⻑測定により⾼精度データを得る

→ 分⼦中に複数の⾦属があった場合など、個別の電⼦状態を分離

• 試料は反応中間体などをクライオトラップした結晶。微弱なシグナルの
強調のための結晶利⽤
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低線量で様々な⽅位での冗⻑データを効率的に収集
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